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町
民
の
み
な
さ
ま
、あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
、み
な
さ
ま
と
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

み
な
さ
ま
に
は
、日
頃
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
ご
活
躍
を
さ
れ
、町
の
活
性
化

の
た
め
に
ご
尽
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ

と
、さ
ら
に
、町
政
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

思
え
ば
昨
年
は
、一
昨
年
よ
り
続
い
た

燃
料
の
高
騰
や
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、引

き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、

各
事
業
所
に
お
け
る
営
業（
操
業
）日
の
圧

縮
や
他
燃
料
の
活
用
、各
家
庭
で
の
防
寒

対
策
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
経
営
努
力
や
節

約
を
重
ね
、相
当
な
ご
労
苦
に
よ
り
困
難

を
乗
り
越
え
ら
れ
て
き
た
と
存
じ
ま
す
。

本
町
の
1
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、財

政
事
情
が
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、長
年

の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
改
築
や
、羽
幌
中
学
校
の
耐
震

化
の
設
計
に
着
手
し
、将
来
に
向
け
た
公

共
施
設
の
整
備
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、数
多
く
の
プ
ロ
野
球
選
手
を
輩

出
す
る
大
学
野
球
界
の
名
門
で
あ
り
ま
す

「
亜
細
亜
大
学
硬
式
野
球
部
」に
よ
る
夏
季

合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
間
、選
手
の

プ
レ
ー
を
一
目
見
よ
う
と
、た
く
さ
ん
の

方
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
訪
れ
、激
励
の
言
葉

を
か
け
て
い
た
だ
き
、さ
ら
に
は
自
転
車

貸
し
出
し
へ
の
ご
協
力
な
ど
、み
な
さ
ま

の「
あ
た
た
か
い
気
持
ち
」を
い
っ
そ
う
感

じ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、本
年
は
本
町
と
友
好
町
村
の
関

係
を
継
続
し
て
お
り
ま
す「
富
山
県
南
砺

市
た
い
ら
地
域
」と
の
交
流
が　

年
を
迎

30

え
る
年
で
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
人
や
文

化
を
通
し
た
様
々
な
交
流
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、今
後
も
交
流
を
継
続
し
、地

域
を
支
え
る
新
た
な
力
の
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、み
な
さ
ま
と
職
員
が
手
を
携

え
、知
恵
と
力
を
注
ぎ
、子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

に
、本
町
が
抱
え
る
医
療
過
疎
の
問
題
、産

業
振
興
策
、老
朽
施
設
へ
の
対
応
な
ど
、た

く
さ
ん
の
課
題
の
解
決
と
進
む
べ
き「
ま

ち
づ
く
り
」に
向
け
、ま
い
進
し
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
、み
な
さ
ま
が
何
よ
り

も
ご
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

各
産
業
に
お
い
て
、一
年
間
の
安
全
操

業
が
確
保
さ
れ
、豊
作
・
豊
漁
に
恵
ま
れ
た

実
り
多
い
明
る
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、

そ
し
て
、多
く
の
方
々
が
本
町
を
訪
れ

地
域
の
購
買
力
が
向
上
さ
れ
ま
す
こ
と
、

さ
ら
に
は
、み
な
さ
ま
が
笑
顔
で
過
ご

す
こ
と
の
で
き
る
1
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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入
居
管
理
者
と
の
懇
談
会
、
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄

付
条
例
審
議
・
議
決
等
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
迎
え
た
平
成　

年
、
か
つ
て
な
い
全
国

21

的
な
景
気
不
況
は
、
羽
幌
町
に
と
っ
て
も
厳
し
い

行
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ
ま
す
が
、
行
政
、
議
会
、

住
民
が
知
恵
を
出
し
勇
気
を
出
し
て
将
来
に
悔

い
を
残
さ
な
い
町
づ
く
り
、
不
況
の
流
れ
を
変
え

る
希
望
の
年
で
あ
り
た
い
と
願
い
ま
す
。

　

町
の　

年
度
予
算
で
は
、
特
老
改
築
工
事
が
大

21

型
公
共
事
業
と
し
て
計
上
さ
れ
ま
す
。
健
全
財

政
を
維
持
し
つ
つ
一
方
、
新
年
早
々
に
国
会
で
審

議
・
成
立
予
定
の
二
次
補
正
と
国
の　

年
度
予
算

21

及
び
支
庁
再
編
に
伴
う
地
域
振
興
に
向
け
た
北

海
道
の
政
策
等
が
、
本
町
経
済
の
不
振
や
雇
用
不

安
に
対
応
さ
れ
た
予
算
編
成
で
、
景
気
後
退
の
危

機
打
開
の
為
の
積
極
的
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る

か
、
効
果
に
つ
い
て
も
議
会
と
し
て
し
っ
か
り
点

検
を
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

羽
幌
町
に
と
っ
て
は
、
災
害
や
事
故
の
な
い
穏

や
か
な
年
で
あ
り
、
住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
何
よ

り
も
健
康
で
幸
せ
な
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ま
し
た
。
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
が
心
配
さ
れ

た
基
幹
産
業
別
動
向
に
つ
い
て
、
農
業
で
は
水
稲

が
前
年
に
次
ぐ
豊
作
で
、
市
場
に
お
け
る
道
産
米

の
人
気
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
本

年
も
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。
漁
業
で
は
、
計

画
総
漁
獲
高
は
ク
リ
ア
さ
れ
ま
し
た
が
本
土
に

お
け
る
サ
ケ
漁
、
た
こ
漁
が
不
振
に
終
わ
り
ま
し

た
。
両
島
地
区
の
こ
う
な
ご
、
ヤ
リ
イ
カ
漁
が
不

漁
で
幻
と
な
り
つ
つ
あ
り
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

商
工
観
光
建
設
業
で
は
、
町
外
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
志
向
に
加
え
不
況
下
の
消
費
購
買
力
低
下

や
公
共
事
業
の
抑
制
等
、
各
業
種
共
通
し
て
厳
し

い
試
練
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
活
動
で
は
、
定
例
会
4
回
、
臨
時
会
4
回
、

議
会
運
営
委
員
会
7
回
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

9
回
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会　

回
、
医
療
問
題

10

調
査
研
究
特
別
委
員
会
2
回
、
議
員
全
員
協
議
会

と
議
員
説
明
会
が　

回
で
、
主
な
概
要
は
特
別
養

10

護
老
人
ホ
ー
ム
が
個
室
ユ
ニ
ッ
ト　

床
、
多
床
室

60

　

床
を
承
認
し
コ
ン
ペ
設
計
業
者
の
選
定
と
設

50計
費
の
追
加
補
正
・
羽
幌
中
学
校
耐
震
補
強
工
事

設
計
費
追
加
補
正
・
留
萌
中
部
三
町
村
広
域
斎
場

建
設
事
業
（
3
町
の
負
担
割
に
つ
い
て
継
続
審
議

中
）
羽
幌
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
承
認
、

雇
用
促
進
住
宅
売
却
方
針
に
伴
う
現
地
視
察
と

が
開
始
、
福
田
首
相
が
1
年
足
ら
ず
で
辞
任
し
麻

生
内
閣
が
誕
生
し
た
こ
と
、
明
る
い
話
題
で
は
、

益
川
、
小
林
、
南
部
三
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

受
賞
、
５
年
間
イ
ラ
ク
復
興
に
貢
献
さ
れ
た
航
空

自
衛
隊
の
撤
収
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
特
に
若
者
の

活
躍
が
目
立
っ
た
年
で
あ
り
、
五
輪
平
泳
ぎ
金
メ

ダ
ル
二
連
覇
の
北
島
選
手
を
は
じ
め
柔
道
の
上

野
選
手
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
こ
ん
身
の
4

1
3
球
投
げ
ぬ
い
た
上
野
選
手
の
プ
レ
ー
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ほ
か
、　

歳
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
石
川
遼
選
手
、

17

テ
ニ
ス
の
錦
織
選
手
の
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　

道
内
で
は
、
羽
幌
産
米
や
焼
尻
め
ん
羊
ラ
ム
肉

も
一
役
担
っ
た
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
、
道
産
新
米

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
誕
生
、
暮
れ
に
報
道
さ
れ
た
北

海
道
新
幹
線
着
工
の
見
通
し
は
、
道
民
待
望
の
事

業
で
あ
り
実
現
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
米
穀
乾
燥
貯
蔵
施
設
が
完
成
し
新

米
約
9
万
俵
が
処
理
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か

で
は
、
亜
細
亜
大
学
野
球
部
の
合
宿
、
救
急
医
療

に
対
応
す
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
道
北
地
域
配
備
を

道
や
国
に
要
望
す
る
為
に
行
わ
れ
た
試
験
フ
ラ

イ
ト
に
、
道
立
羽
幌
病
院
や
消
防
署
等
関
係
機
関

が
連
携
し
て
初
期
治
療
と
搬
送
訓
練
が
行
わ
れ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
家
族
お
揃
い
で
2
0
0
9
年
の
新
春
を
お

迎
え
の
事
と
存
じ
ま
す
。
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

町
議
会
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
議
会
と
し
て

決
意
を
新
た
に
羽
幌
町
の
振
興
発
展
の
為
、
更
に

精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
内
外
共
に
ま
さ

に
激
動
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
海
外
で
は
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ン
ド
で
繰
り
返
さ
れ
た
テ

ロ
事
件
、
自
然
災
害
で
は
十
数
万
人
の
犠
牲
者
が

出
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
直
撃
サ
イ
ク
ロ
ン
と
中
国
四

川
省
の
大
地
震
、　

年
振
り
で
ア
ジ
ア
圏
で
開
催

20

さ
れ
た
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ア
メ
リ
カ
史
上
初

黒
人
大
統
領
候
補
オ
バ
マ
氏
圧
勝
、
そ
し
て
米
国

の
住
宅
バ
ブ
ル
崩
壊
（
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問

題
）
の
影
響
に
よ
る
1
0
0
年
に
一
度
あ
る
な
し

の
金
融
恐
慌
は
、
世
界
中
に
深
刻
な
経
済
不
安
を

も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
産
地
偽
装
や
厚
生
年
金
改
ざ
ん
、

汚
染
米
の
転
売
等
依
然
反
省
が
み
ら
れ
な
い
問

題
や
、
秋
葉
原
無
差
別
殺
傷
と
元
厚
生
労
働
省
事

務
次
官
連
続
殺
傷
事
件
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度



�������	
����

現在、年金から引去りされている「長寿医療制度の保険料」及び「国民健康保険税（加入者が65歳～74歳のみの世
帯）」（以下、「保険料」）は、今まで一定の条件に該当しなければ口座振替による納付ができませんでしたが、
新年度からはご本人の希望により口座振替に変更できるようになりました。

��������福祉課国保医療年金係　�62-1211(内線125・126)　�fukushi@town.haboro.hokkaido.jp

▲

【�：納付回数と1回あたりの納付額の比較】

�����

年6回の年金支給月に引去り。
年間の保険料が72,000円の場合、
1回の納付額は12,000円。

����

7月～翌年2月の年8回で振替。
年間の保険料が72,000円の場合、
1回の納付額は9,000円。
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【��】

・納入義務者（被保険者）本人の口座から

振替える場合　�　�������

・納入義務者の配偶者名義の口座から振

替える場合　�　�������	
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���������������北海道立羽幌病院　� 0164-62-6060　 http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/hbb/

北海道立羽幌病院からのお知らせ
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　道立羽幌病院では毎週火曜日、婦人科医師により「�������」を実施しています。

　町が実施している子宮がんの検診は「�������」のみですので、「子宮体がん検診」をご希望の方は、��

�����、当院へお気軽にお申し込み下さい。

�������	
��

　子宮体がんとは、子宮の袋の中（子宮体部）に生じるがんで、50歳～60歳代に最

も多く、閉経期前後から閉経期以降の早い時期の疾患といわれており、症状は比

較的初期のうちから「不正出血」がおこります。子宮がんに占める割合は増加傾向

にあり、以前に比べ2～3倍になったといわれています。検査方法は、子宮体の内

膜に細い器具を挿入して細胞を採取し、顕微鏡で調べます。

　一方、子宮頸がんとは子宮の出口付近（膣に近い部分）に生じるがんで、40歳～

50歳代が最も多くなっています。症状は、早期にはほとんど自覚症状はありませ

んが、進行するにしたがって「不正出血」やおりものが出るようになります。検査

方法は、子宮の出口付近の細胞を綿棒や専用のヘラで採取し、顕微鏡で調べます。
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���皮膚科については、変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
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　羽幌町外2町村衛生施設組合
　�0164-68-1001
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�  源泉徴収や予定納税をした税金が納め過ぎの方
�  医療費が10万円を超える方(所得が200万円以下の方は、その5％を超える額)

　※高額療養費等により補てんされた医療費は除きます
�  控除対象となる寄付金が5千円を超える方
�  借入金等によって、住宅を取得又は増改築した方

　※対象となる要件を満たしている必要があります

�������	

�  印鑑
�  収入金額、必要経費を確認できる書類（集計してください）
�  給与所得の源泉徴収票、公的年金の源泉徴収票
�  還付申告の場合、還付金の振込先金融機関の口座番号など（本人名義）
�  国民健康保険税、社会保険料、介護保険料、国民年金の領収書など
�  生命保険料、地震保険料、旧長期損害保険料の控除証明書
�  医療費控除を受ける場合、医療費の領収書

　※明細書を記入していただきます（事前にお渡しすることもできます）
�  障害者手帳、寄付金の領収書　ほか

　国税庁ホームページの確定申告書等作成コーナーで、画面の指示にしたがって確定申告
書等を作成することができます。ここで作成した申告書は、カラープリンターなどで印刷
し、そのまま税務署へ提出することができます。

　収入の無い方でも、国民健康保険及び長寿医療保険に加入している方や児童扶養手当等
の公的扶助を受ける方、所得証明等が必要となる方は申告が必要です。

������������	
��������������������������������

今年も次の日程で行います。詳しくはお問い合わせください。



�　平成20年秋の叙勲で瑞宝単光章を受章し

た木崎昭藏さんの受章祝賀会が行われました。

会場には舟橋町長はじめ親族や消防関係者ら

およそ30名が出席し功績を讃えました(�����)

�　女神輿の艶龍会が設立20周年記念事業と

して町にAEDを寄贈されました。この日、榊

原代表をはじめ役員4人が町長室を訪れ、「地域

に貢献できれば」と、舟橋町長に目録を手渡さ

れました。 (����)

�　羽幌町教育委員会委員の辞令交付が行わ

れました。2期8年間務められた有沢陽市委員

の後任として松田肇氏が任命され、舟橋町長か

ら辞令書が手渡されました。任期は平成24年

12月までの4年間で、本町の教育行政にご尽力

いただくことになります。(�����)

�　中央公民館にライオンズクラブから贈ら

れたクリスマスツリーが登場しました。子ど

も自然教室のメンバーが大きなトドマツに飾

り付けをし、イルミネーションも施され豪華な

クリスマスツリーとなりました。(�����)

�　羽幌保育園でクリスマス会が行われまし

た。クリスマスにちなんだ紙芝居や合唱のあ

と、一人ひとりのキャンドルにあかりを灯しま

した。最後はお待ちかねのサンタさんからの

プレゼント、鈴の音とともに登場したサンタク

ロースに園児たちは大喜びでした。(�����)
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石田　衣良　著

������
五條　瑛　著

�������	

山本　幸久　著

���
堂場　瞬一　著

��
辻　仁成　著

��
江國　香織　著

�������
伊坂　幸太郎　著

�����
東野　圭吾　著

�������	
畠中　恵　著

���
童門　冬二　著

功とは、忠とは何か？武士のあり方を生涯問い続け、家
康の興亡とともに生きた忠臣・大久保彦左衛門が見る、
徳川家天下統一への軌跡。上巻は君主と家臣、友と友、
親と子までが敵対した家康最初の難所「三河一向一揆」
を描く。

�������	

宮城谷　昌光　著

�������	
��
西澤　保彦　著

勤務先を早期退職した孤独な中年男・羽村祐太。高校の
同級会に出席した彼は、30年ぶりに再会した加藤理都
子に「人前では説明しにくいアルバイト」をしないかと
頼まれたのだが･･･。「迷いゴミ」他5編を収録。

ハワイアンキルトのルーツはタヒチにあった。
キャシー中島が伝説の島々を巡り、その幻想的な風景
の中でタヒチアンキルトのテクニックの秘密を解き明
かす。魅惑の作品90点を掲載。キルト・レッスン付き。

�������������	
����
キャシー中島　著

���������	�
��

シチュー、鍋、煮込み、あったか麺など、寒い時期に
体をあたためてくれる人気メニューが大集合！素材の
魅力がたっぷり楽しめる230レシピを紹介します。

�������	
��
阿部　夏丸　著

�������	
降矢　なな　著

����������	
�
佐古　百美　著

����
はまの　ゆか　著

���������	
��
西村　敏雄　著

���������	
�
のぶみ　著

������
いもと　ようこ　著

����������	
��
あんびる　やすこ　著

�������	
��
柿本　幸造　著

������
バーナデット・ワッツ　著
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成美堂出版編集部　編

�������	
��������������
蔵書の点検整理のため2月17～20日は休館となります。利用者のみなさんにはご不
便をおかけしますが、よろしくお願いします。21日からは平常どおり開館します。
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� 0164-62-1211(代表)
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　町営住宅の入居者募集は、新築などにより申込期間
を設定し募集しているもののほか、各住宅とも空き状
況に応じて随時申し込みを受け付けています。申し込
みに必要な書類など詳しくはお問い合わせください。

����

・住宅に困窮している方
・町税及び使用料を滞納していないこと
・入居者全員が暴力団員でないこと
・犬や猫などペット類の飼育は禁止
※住宅により年齢制限や所得制限があります。

����

・入居申込書に必要事項を記入のうえ提出ください。
※申込書は町民課に備えてあるほか、町ホームページ
　からもダウンロードできます。

�������	
���
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　町民課住宅係 � 62-1211(内線104・107)

�������	
�

　平成20年分の所得税の確定申告の受付が2月16日
（月）から始まります。確定申告書は前年の申告書控え
などを参考にご自分で作成し、お早めに提出してくだ
さい。国税庁ホームページの確定申告書等作成コー

ナーで簡単に作成することもでき、郵送等により提出
できます。
　税務署の申告会場にお越しの際は、印鑑や前年の申
告書控えなど確定申告に必要な書類を持参ください。
また、駐車場が大変混雑しますので公共交通機関をご
利用ください。

�������	


・所得税　3月16日（月）
・消費税及び地方消費税（個人事業者）　3月31日（火）

���������	
���������������	�
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　留萌税務署 � 0164-42-0661

����������	
���
�
がい

　昨年の春に、北海道や青森県、秋田県でオオハク
チョウから高病原性鳥インフルエンザウィルスが確認
されたことを踏まえ、環境省と北海道において対応マ
ニュアルが作成され、野鳥の調査・監視等を実施するこ
とになりました。
　鳥インフルエンザウィルスは、特殊な場合（感染した
鳥との濃密な接触など）を除き、通常では人に感染しな
いと考えられています。日常生活では、鳥の排泄物な
どに触れた後はうがい手洗いをすれば過度に心配する
必要はありませんので、冷静な行動をお願いします。

・死骸や衰弱している野鳥を見つけた場合は、素手で
　触らないようにしましょう。
・鳥の排泄物に触れた後はうがい手洗いをしましょう。
・水辺などに立ち寄り糞を踏んだ場合は、念のため靴
　底を洗いましょう。

※野鳥が大量に（ワシ・タカ類は1羽）死んでいるのを見
つけたり、衰弱して異常な様子を発見したときは、下
記へご連絡ください。

���������

　留萌支庁地域振興部環境生活課 � 0164-42-8436
　町民課環境衛生係 � 62-1211(内線105・106)
　北海道海鳥センター � 69-2080

　排水設備工事責任技術者資格の有効期間は4年間で、
資格登録者は4年毎に資格登録更新の手続きをする必
要があります。
　対象となる方は、「日本下水道協会北海道地方支部」
からすでに郵送されている資格登録更新実施案内及び
申込書などにより、定められた期間内に手続きを行っ
てください。

���　平成16年度に当該技術者試験に合格した方、
　　　　または資格登録更新手続きを行った方で、　
　　　　資格登録期間が平成21年3月31日で満了する
　　　　資格登録者
���　更新手数料 (テキスト代込)　3,000円
　　　　資格認定証交付等手数料　2,000円
����　平成21年1月19日(月)～23日(金)
����　手続き終了後、更新用テキストを配付

�������	
�

　建設水道課下水道係 � 62-1211(内線323)

��������	
��������
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　インターネットは、欲しい情報を得ることができる
たいへん便利なツールですが、その一方ではそのサイ
ト（さまざまな情報を提供するページ）にアクセスした
ことが原因で、子どもたちが犯罪に巻き込まれるケー
スが後を絶たず大きな問題となっています。こうした
情報を掲載したサイトには、一見すると安全かどうか
判断することが難しいものがありますので、子どもに
とって有害な情報の閲覧を制限する「フィルタリング」
の利用をおすすめします。

�������

　ご契約の携帯電話事業者が提供する「有害サイトア
クセス制限サービス」をご利用ください。

�������

　ご契約のプロバイダ等が提供する「フィルタリング
サービス」か、市販の「フィルタリングソフト」をご
利用ください。

������

　学校管理課総務係 � 62-1211(内線412)

�������	
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　教育委員会では、町内に居住する20歳未満の青少年
及び団体で、他の模範となる青少年を対象に優良青少
年顕彰を贈呈しています。町内会又は身近にいる青少
年で下記対象に該当すると思われる方がおりましたら、
ご推薦またはお問い合わせください。

��

・勇気又は親切あふれる行いのあった青少年
・公徳心を高める行いのあった青少年
・子ども会活動、ボランティア活動及びその他の地域
　活動に功績があった青少年
・文化及びスポーツ活動において優秀な成績を収めら
　れた青少年
・その他、上記に相当すると思われる青少年

�����1月23日(金)まで

�������	�
������
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　社会教育課社会教育係 � 62-5880



　受検資格の詳細、検定料金など詳しくは羽幌スキー
連盟までお問合せ下さい。場所は町民スキー場です。
申し込みは、当日スキー場ロッジ内にて受け付けます。

����������

��　2月7日(土)・21日(土)　午後0:00 受付
����　中学生以下

������(����）
��　2月8日(日)・22日(日)　午前10:00 受付
����　詳しくはお問い合わせください

������　羽幌スキー連盟事務局　佐々木
　� 0164-62-1211 (羽幌町役場内)

�������	
��

������　
　政策推進課行革推進係 � 62-1211(内線221)

�������	
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　政府が今年の春に実施を予定している、定額給付金
の給付をかたった不審な電話が全国で相次いでいます。
　ご自宅や職場に電話がかかってきたり、郵便が届い
た場合は迷わず警察署にご連絡ください。

�������	

・市町村職員を名乗る者から、「定額給付金の給付に必
要であるで、家族構成や個人名、口座番号を教えても
らいたい」として個人情報の提供を求めるもの。
・市町村職員を名乗る者から、「定額給付金に関する通
知を送ったが、届いていないのであれば電話が欲しい」
としてフリーダイヤルへの電話を求めるもの。
・市町村職員を名乗る者から、「定額給付金の給付のた
めの手続きが混み合っているので、通帳を持ってATM
まで行き、電話をして欲しい」としてフリーダイヤルの
電話番号を伝え、ATMへおびき出そうとするもの。

������

　総務課情報管理係 � 62-1211(内線216)

�������	
���������

　「裁判員って何をするんだろう」と思う方もいらっ
しゃるのではないでしょうか。ここでは、裁判員の役
割についてお伝えします。
　また、裁判員制度についての情報は、裁判員制度
ウェブサイト（http://www.saibanin.courts.go.jp）でもご確
認いただけます。

�������	
���

　裁判員に選ばれたら、裁判官と一緒に刑事裁判の法
廷に立ち会います。法廷では証人や被告人に対する質
問等が行われ、裁判員も質問することができます。
��������	


　証拠をすべて調べた後、被告人が有罪か無罪かなど
を裁判官と一緒に議論（評議）し、決定（評決）します。
�������	
��

　判決の内容が決まると法廷で判決の宣告をします。
この宣告に立ち会い、裁判員としての仕事を終えます。

��������	
�「��������」

　みなさんの地域のガソリンスタンドは、地域住民を
守る安全対策に貢献しています
　留萌地方石油業協同組合では、留萌支庁地域のガソ
リンスタンドを拠点に警察署などと連携を図り「地域
防犯ネットワーク」を構築しています。お子さんやお
年寄りの方などが犯罪に巻き込まれそうになったとき
や、通行中に体調が悪くなったときなどお気軽にガソ
リンスタンドをご利用ください。

������

　留萌地方石油業協同組合 � 0164-42-7315

������

　北留萌消防組合消防署予防課 � 62-1246

　平成18年度に全国で発生した住宅火災100件あたり
の死者数は、住宅用火災警報器を設置している住宅で
2.4人、設置していない住宅では7.7人とおよそ3倍もの
方が亡くなっていることがわかっています。
　6月1日からは、今お住まいの住宅にも住宅用火災警
報器の設置が義務付けられます。火災から大切な命や
家族を守るため、お早めに設置されますようお願いし
ます。
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�ガスコンロ等での鍋や天ぷら油の空焚き、魚をガス
　グリルや魚焼き器に放置したことによる火災を早期
　に発見
�タバコなどの火の不始末による火災を早期に発見
�風呂釜やストーブなど火気を使用する機器の不具合
　が原因の火災を早期に発見
※ほとんどはその場を離れているときや就寝時に発生し
ており、住宅用火災警報器がなければ痛ましい事態に発
展した可能性がありました。また、本人がいない場合で
も近隣の住人が警報音に気付き、消防署へ通報した例も
あります。
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　農林水産課水産係 � 62-1211(内線345)

　厳冬期を迎え、釣りを行う際には海への転落事故や
暖をとる際の一酸化炭素中毒など、生命に関わる危険
な事故が発生しやすくなります。
　事故を未然に防止するため、次のことに注意して慎
重な行動を心がけましょう。

・目的地、帰宅時間などをあらかじめ家族や知人に連
絡しておきましょう。
・目的地の気象状況を事前に確かめましょう。
・釣り場では左右や後ろの人に十分注意しましょう。
・船釣りや磯釣りの際は、常に救命胴衣を着用しまし
ょう。
・車やテントで暖をとる場合は、一酸化炭素中毒にな
らないよう、換気を十分に行いましょう。

��������	
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　羽幌町食生活改善協議会では、６０歳以上の男性を対
象とした料理教室を開催しています。料理が得意な人
も普段料理をしない人もぜひ参加してください。

���2月13日(金）午前１０:３０～午後1:３０
���すこやか健康センター
���６０歳以上の男性
���栄養の話、調理実習(水炊き、長いものしょうゆ
　　　焼きほか）、試食
����３００円
����　2月5日(木）まで

��������	
��
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　福祉課保健係
　すこやか健康センター内 � 62-6020

�������	
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　羽幌保育園 � 62-1656
　福祉課社会福祉係 � 62-1211(内線124)
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　4月1日以降に羽幌保育園に入園を希望する方は次の
要領でお申し込みください。

����

�保護者が家庭の内外で常時働いている
�母親が妊娠中又は、出産後間がない(産前産後2カ月)
�保護者が病気である
�同居している親族が長期にわたり病気の状態であり、
　保護者が常時看護している状態にあること
�家庭の災害など

※上記の理由などにより家庭において保育できない場合に限
りますが、保護者が働いていても祖父母など他に保育できる
方がいる場合は、対象から外れます。

�����2月6日(金) まで

※受付期間終了後も年間を通じて随時受け付けしていますが、
3歳未満のお子さんの受け入れについては受入枠に限りがあ
るため、受け入れできない場合もあります。

�������	
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　2月27日(金)  午前9:00～正午

　川北老人福祉センター �62-1424

国民健康保険税（第7期分）

������

　町民課総合受付係 � 62-1211(内線101)

　行政についてわからないことなどがあれば、お気軽
にご相談ください。相談内容の秘密は厳守されます。

��　2月10日(火)　午前9:00～正午
��　役場1階 相談室
������　弓庭 登 氏
���

・苦情がある、困っていることがある
・苦情を申し出たが、説明や措置に納得がいかない
・手続き、サービスなどで制度や仕組みがわからない
・苦情や困っていることについて、どこに相談してよ
　いかわからない

�����
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　学校管理課総務係　� 62-1211(内線412)
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　優秀な資質を有しながら、経済的理由によって修学
が困難な方に対して、修学に必要な資金の一部を貸付
します。申込に必要な書類や貸付の詳細はお問い合わ
せください。

����

�大学、短大、高等専門学校(5年制)に在籍する方。
※予定者を含む。稚内高等学校(衛生看護・看護専攻科)、美唄聖華
高等学校などの5年一貫教育を行う学校も含む。(4年生以上対象)

�学資を主に負担する者が羽幌町に2年以上住所を有
すること。

�学習活動その他生活の全般を通じ、態度・行動が学生
にふさわしく、将来良識ある社会人として活動できる
見込があること。

�経済的な理由により、修学が困難な方。

����　月額 20,000円
����　貸付決定月から最短修業年限の終月まで
�����無利子
����　若干名
����　3月2日(月) まで

�������	
�総合体育館内
　NPO法人 羽幌町体育協会　� 62-6030

　今年で20回を数えるおろろんウィンターフェスティ
バルを開催します。タイヤ引き、馬そり引きの参加
チームのほか出店も募集します。申込方法など詳しく
はお問い合わせください。

��　2月15日(日)　午前9:00 開会式
��　総合体育館横（リバーサイド開発用地）
�����

・タイヤ引き（幼児の部、小学生男子・女子の部）
・タイヤ引き（中学生男子・女子の部）
・馬そり引き（一般男子・女子の部）

　年金の加入状況の確認、納付書や年金手帳の再発行
依頼など年金に係る相談を受け付けています。
　請求の際には、印鑑や通帳等必要なものがあります
ので事前にお問い合わせすることをおすすめします。

���2月12日(木)　午前10:00～午後4:00
��　役場4階 大会議室

�����
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　留萌社会保険事務所 � 0164-43-7211
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　羽幌町社会福祉協議会 � 69-2311

　羽幌町社会福祉協議会では、住民のみなさんの心配
ごとへの対応として、心配ごと相談所を毎月1回開催し
ています。どうぞお気軽にご利用ください。

��　2月20日(金)　午後1:30～午後4:00
��　勤労青少年ホーム
���　秋山 俊一 氏

�������

������　福祉課保健係
　すこやか健康センター内 � 62-6020

　保健師と栄養士による健康相談です。町内在住の方
なら誰でも利用できます。毎回軽い運動と体重・体脂
肪測定、血圧測定、健康の話をしています。

��　2月27日(金)
��　ストレッチ体操
��　動きやすい服装でお越しください。
��　川北老人福祉センター (午前10:00～午前11:30)
　　　すこやか健康センター (午後1:00～午後3:00)
　　　※健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。
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　道立羽幌病院については土・日曜日及び祝祭日を含
め、救急診療を行っています。

������　加藤病院(南6条5丁目)
　　　　   � 62-1005

�������	
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　外出する機会の少ない高齢者のための健康教室です。
健康相談も併せて行いますので、気軽に楽しみながら
ご参加ください。送迎バスも運行しますので、ご利用
の方は申し込みの際にお知らせください。

��　2月24日(火)　午後1:30から
��　はぼろ温泉サンセットプラザ
���　入浴料 550円（回数券・割引券使用可）
����65歳以上で温泉入浴に支障の無い方
����　2月17日(火)まで
�������	
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　福祉課保健係
　すこやか健康センター内 � 62-6020

�������	
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栄町南団地バス停前　午後1：05

栄町団地バス停前（旧道立病院）　午後1：08

東出商店前（幸町）　午後1：10

沿岸バス羽幌ターミナル前（旧駅）　午後1：15

喫茶店イフ前（南大通3）　午後1：17

朝日生命前（南大通1）　午後1：20
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健康センター午前9：30～苺くらぶ  2日(月)

健康センター午前9：45～あいあいサ～クル  4日(水)

健康センター午後1：00～乳児健診  4日(水)

健康センター午前9：30～小苺くらぶ12日(木)

健康センター午前9：45～あいあいサ～クル18日(水)

健康センター午前9：30～苺くらぶ19日(木)

健康センター午前9：30～小苺くらぶ23日(月)

　あいあいサークルを除き、対象となる方にはお手紙
で通知しています。あいあいサークルの参加を希望さ
れる方は、事前に電話でお申し込みください。
　また、毎週火・金曜日の9時30分からは、0歳から6歳
までの幼稚園・保育園に未入園のお子さんとその保護
者を対象に「うさこちゃん あそびの広場」を開催して
います。会場はすこやか健康センターです。

�������	
　福祉課保健係
　すこやか健康センター内 � 62-6020
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